
　与原地区では、日産自動車九州株式会社をはじめとする多くの企業が進出しており、現在職住近接に対応し
た良質で快適な居住環境の実現に向け、新設される「与原公園」の公園予備設計業務に取り組んでいます。 
   今回は、9月13日に実施しました第2回ワークショップにて、皆さまにいただいた意見をまとめましたので、
情報共有を兼ねてワークショップ成果をご報告いたします。 

ワークショップの概要

日時：2026年9月13日（日）　
場所：小波瀬コミュニティーセンター（ホール）

第2回ワークショップテーマ

「みんなの与原公園の将来像を考えよう！」

第2回ワークショップテーマ

「みんなの与原公園の将来像を考えよう！」

　今回のワークショップでは、第1回ワークショップやアンケート結果を
踏まえ、与原公園の将来像について検討を行いました。グループごと
に公園整備プランの方向性や改善点について意見交換を行い、与原公
園をより良い公園とするためのさまざまなご意見をいただき、最後は各
グループから検討成果を発表し、参加者全員で内容を共有しました。
　今回のワークショップでいただいた貴重なご意見は、与原公園計画
図の完成に向けて活用し、より魅力的で使いやすい公園づくりに反映
してまいります。また、皆さまのご意見を踏まえて取りまとめた計画案
については、10月25日に開催予定の第3回ワークショップでご報告す
る予定です。

ワークショップ全体の流れ
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みんなでつくる与原公園のかたち
ワークショップニュース

第1回

2026年7月5日（日）
10:00̃12:00

小波瀬コミュニティセンター

みんなの与原公園の
コンセプトを考えよう!
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小波瀬コミュニティセンター

みんなの与原公園の
将来像を考えよう!

第 3回

2026年10月25日（日）
10:00̃12:00

小波瀬コミュニティセンター

みんなで与原公園の
使い方を考えよう!
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ワークショップ成果ワークショップの流れ

・芝生斜面

・起伏を使った遊びができる空間

・斜面遊び

・多目的広場

・ひとりボール遊びができる場所

・ボルダリング

・児童向け遊具

・幼児向け遊具

・3歳児未満向け遊具

・アスレチック遊具

・歩いて楽しい広場

・水で遊べる場所

・散歩コース
・ランニングコース
・健康遊具

交流交流
・エントランス広場

・ランニングコース
・健康遊具

・バスケハーフコート

・自転車練習広場

・多目的広場

・お絵描きが楽しめる場所

・歩いて楽しい広場

・アスレチック遊具

・児童向け遊具

・幼児向け遊具

・砂や土で遊べる場所

・３歳未満向け遊具

・芝生斜面

・斜面遊び

・屋内で遊べる場所

・スタンド階段
・エントランス広場

・芝生広場
・屋根付き大広場

・交流センター
・ドックラン
・救護スペース
・緊急時避難場所

外周園路を確保し、遊具や施設の配置、駐車場の位置な
ど、子供たちが安全に遊べる施設配置が望まれています。

交流センターや屋内遊び場、無料で利用できる広場を整備
し、子どもの成長とともに発展する公園が望まれています。

駐車場から遊具や交流センターまでの距離を近くし、子ど
もたちが安全に移動・遊べる配置が望まれています。

・交流広場（屋外）

・憩いの緑空間
・憩いの森
・休憩デッキ
・芝生広場
・展望デッキ
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憩い

散歩・運動等

遊び
・自転車練習広場

・ひとりボール遊びができる場所

・アスレチック遊具

・芝生斜面

・多目的広場

・水で遊べる場所

・児童向け遊具

・屋内で遊べる場所

・泥遊び

・3歳未満向け遊具

・インクルーシブ遊具

・起伏を使った遊びができる空間

イベント・付帯施設
・交流センター
・臨時駐車場
・イベント広場

憩い
・憩いの森

散歩・運動等

スポーツ

交流交流

イベント・付帯施設

憩い

散歩・運動等
・散歩コース
・ランニングコース
・健康遊具

遊び

・交流センター
イベント・付帯施設

　今回のワークショップでは、この3つのコンセプトをもとに作成した整備プランを題
材に、与原公園の将来像となるベースプランについて参加者の皆さんと意見交換を行
いました。

　第1回ワークショップおよびアンケート結果から、公園の利用について「活動」「交流」
「憩い」の3つの視点を整理しました。これらを踏まえて理想の公園像を検討する中で、
「成長」「冒険」「循環」「営み」「つながり」といったキーワードが生まれ、3つの基本
方針を設定しました。

　これらをもとに、新たな地域の歴史をつくり始める「Re（再出発）」と、人や地域、
世代や季節をつなぐ循環の輪を表す「Circle」を組み合わせた『Re Circle』を公園
のコンセプトとして設定しました。

ReAction　特化プラン

ReConnect　特化プラン

ReFresh　特化プラン

【Action（活動）】　   「誰もが挑戦し、楽しめる公園」

【Connect（交流）】　「人と人、人と地域をつなぐ交流拠点」

【Fresh（憩い）】　　 「心地よく過ごせる自然空間」

□大通り沿いに遊具広場
□中央に対象年齢別にすみ分けられた遊具
□奥に目的性のある、スポーツ　空間を配置

□大通り沿いにイベント等を行える広場
□中央に交流を促す屋根空間
□奥に広場があり、イベント時はまとまった空間として
   使える

□大通り沿いに丘や雨庭等の自然空間
□中央に遊びと見守りの集まった配置
□奥に憩いの森や泥遊びなどの自然遊びや散策路を配置

ReConnect
「新たなつながりを育む」
ReFresh
「豊かさを再発見する」

ReAction
「挑戦が新たな成長を生み出す」

『Re Circle』『Re Circle』

ReAction

ReConnect ReFresh



作業の様子

次回ワークショップ
次回のワークショップでは、これまでにいた
だいたご意見をもとに、与原公園の使い方や
過ごし方を皆さまとともに具体的に考えてい
きます。

第3回

10/25 12：00日
10：00

みんなで与原公園の使い方を考えよう！

問い合わせ先：苅田町　都市計画課

TEL：093-434-6521

Mail：toshikeikaku@town.kanda.lg.jp※参加募集は終了しています。


